
 

 

  

 

 

 

 

 

中島小学校では、昨年度と一昨年度の２年間、夏休み明けに水泳学習を 

行いました。５月末の運動会実施により体育の授業時間を多めに実施して 

いたこと、梅雨明けは体が暑さに慣れていないため熱中症が懸念されること 

等の理由によるものです。しかし、学校だより第１０号でお知らせしたように、 

今年度から暑さ指数（WBGT）に応じた運動の基準がさらに厳しくなり、８月末 

から９月上旬にかけての水泳学習は中止の可能性が高くなります。そこで、今年度は、６月下旬から 

７月にかけて水泳学習を実施しました。熱中症予防を徹底しながら、６月 

２４日（月）のプール開きから７月１８日（木）の着衣水泳まで、学習するこ 

とができました。保護者の皆様には、水着等の準備や洗濯、プールカードの 

記入等、ご協力ありがとうございました。 

※水泳は、水の中で全身を使い、水温、気温の影響を受けながら展開されるため、児童の健康状態

によっては事故につながりやすいことに留意しながら授業を行っています。加えて、熱中症等予防の

ため、●着替えは、プールの更衣室は使用せず、特別教室と旧パソコン室に分けて行う ●水筒を

持って行き、学習を始める前と活動の合間に水分補給の時間を取る ●プールサイドの暑さ指数

（WBGT）をこまめに確認する 等々、様々な対策をとっています。 
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＜学校教育目標＞ 
体・徳・知 調和のとれた心身ともに健康な子どもの育成 
＜目指す子ども像＞ 
○相手の立場に立って考える思いやりのある子ども 
○すすんで学び、自ら考え、表現する子ども 
○元気に学び、すすんで運動に取り組む子ども 
＜目指す学校像＞ 
○安全な学校 〇温かい学校  
○笑顔があふれる学校 
○「中島小大好き」と言える学校 
○成長（学習）し続ける学校 
○保護者・地域・関係機関と連携する学校 

  なかしま 
小学校の水泳ってどんなこと教えるの？ 

中島小学校では、水の事故防止・安全対策止対策の観点から、低学年 

（１・２年生）・中学年（３・４年生）・高学年（５・６年生）で水泳授業を 

行い、各担任２名＋１名の計３名（ふじ・すずかけ組の交流授業により、 

更に＋１名）の教員が指導及び見守りを行いました。 

水泳系領域の内容は、「①水慣れ・水遊び・②初歩的な泳ぎ・③泳法」 

の大きな３段階の指導が発展していくように考えられています。小学校で 

は、①の時間を確保して、楽しい水泳の授業を行うことが大切です。低学 

年は水遊び「水に慣れる遊び」「浮く・もぐる遊び」、中学年は「浮く・泳ぐ 

運動」、高学年は「水泳（クロールや平泳ぎで続けて長く泳ぐ）」が学習の

内容となっています。また高学年では、中学校とのつながりも大切にしながら学習を行います。

水泳学習は続けて長く泳ぐことや速く泳ぐことの喜びを味わうことができる 

ようにすることにもねらいがあるので、児童の興味や関心や技能の程度 

に応じて進めていきました。どの学年も、安全に楽しく、また一人一人が 

目標をもって学習することができました。 

水泳の授業が無事に終了しました！ 

プール清掃をしました！ 

６月１８日（火）の２校時、 

６年生がプール清掃を行い 

ました。昨年の水泳学習が 

終了してからの１年間で溜 

まった汚れを掃除しました。トイレ、更衣室、

シャワー、用具洗い、プールサイドの清掃な

ど、分担して行いました。熱中症予防のため

短時間で集中しての作業となりましたが、 

子どもたちが水泳学習を楽しみにしている 

様子がうかがえました。６年生の皆さんの 

働きで、楽しい水泳授業ができ 

ました。ありがとうございました。 

プール開きをしました！ 

６月２４日（月）の１校時、５・６年生でプー

ル開きの会を行いました。『プール開き』と

は、水泳の学習を行っているとき、児童一人

一人が事故に遭いませんように、安全で楽し

い水泳学習ができますようにと、みんなでプ

ールにお願いするための式です。水泳は全

身運動で健康な体づくりにはとてもよい運

動ですが、ちょっとした不注意から大きな事

故につながります。「一人一人自分なりの目

標をもち、安全で楽しい水泳学習にしよう。」

と確認した後、泳ぎ 

はじめをしました。 

 

 

    ７月２０日（土）に小倉祇園太鼓子ども競演会が行われました。 

中島小学校は３０団体中１９番目。どきどきしながらも、太鼓・ジャン 

ガラ・お囃子・山車の引き手、みんなが一つになって楽しむことができ 

ました。保護者の皆様、たくさんのご協力ありがとうございました。 

 

 

久しぶりに着衣水泳を行いました！ 

夏休みは、海やプールなどに行く機会が増えます。そこで７月１８日（木）、着 

衣水泳を実施しました。水難事故の多くは衣服を着ている状態で起こることが 

多く、水辺での不慮の事故への対処方法として、１９９０年代から小学校の授業などで、着衣水

泳が行われるようになりました。着衣水泳の指導では、はいた靴の浮力を生かして、顔と足を浮

かせる「背浮き」を学習しました。また、着衣や持ち物の浮力によって水に浮く方法を、ペットボト

ルを使って体験しました。水中で自分の身を守るためのポイントを学ぶことができました。 


